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国勢調査へのご協力をお願いします

※将来推計人口＝日本の将来の人口規模や男女・年齢構成の推移を推計したもの

100年目の国勢調査

　国勢調査は 5 年ごとに行われ、日本に住んでいるすべてのかた
と世帯を対象とする我が国最大の統計調査です。国内の人口や世
帯の実態を明らかにするため、大正 9 年に初めて実施されてか
ら、今年で100年になります。初めての国勢調査では、「文明国の
仲間入り」を合言葉に、当時の人たちは大変な意気込みでこの調
査に臨んでいたそうです。
　区でも、町会・自治会をはじめ、多くのかたのご協力をいただ
き、国勢調査を行ってきました。調査員の皆さん、暑い中、ご協
力をいただきまして本当にありがとうございます。

国勢調査と私たちの生活

　国勢調査は1６の質問から成り立ち、調査の結果は私たちの暮ら
しを良くするために生かされています。例えば、参議院議員選挙
の 1 票の格差を是正するための改正公職選挙法が、平成２７年 ７ 月
末に成立し、この 1 票の格差の計算に調査結果が用いられていま
す。また、調査結果をもとにした将来推計人口（※）は、医療費
や年金額の給付を決めるための資料になるなど、多くの重要な施
策で使用しています。
　日本の「今」を正確に把握することで、私たちの生活に密接に
関わる施策をより良いものにすることができるのです。

「今」を知るために、調査票の提出をお願いします

　今年は新型コロナウイルス感染症により、私たちの生活にさま
ざまな影響があったことと思います。「今」を知り、今後に生か
していくためにも、区民の皆さん一人ひとりにご回答いただくこ
とが必要です。コロナ禍での調査のため、回答はインターネット
または郵送を基本とし、調査員と皆さんがなるべく接触しない特
例的な方法で調査を行います。インターネット調査は、パソコン
やスマートフォンなどで回答でき、負担を軽減するよう工夫され
ています。すでに回答されたかたは、調査にご協力いただきまし
たことを感謝申し上げます。まだ回答がお済みでないかたは、 10
月 ７ 日までにぜひご回答ください。みんなの国勢調査です。ご協
力をよろしくお願いします。

実践めぐろ創業塾（兼業・
副業型）～オンライン講座
日時　10／14～11／18の毎週水曜日
19：00～21：00（全 6 回）　内容　
創業に必要な知識を習得し、ビジネ
スプランを作成。グループワークあ
り（会議アプリZoom〈ズーム〉を
使用）。修了者には、認定特定創業
支援等事業による支援を受けたこと
の証明書を発行（区の創業補助金は
今年度は予定なし）　講師　東京都
中小企業診断士協会会員　対象　区
内で創業を目指すかた、創業間もな
いかた　定員　30人程度（抽選）
申Eメールに、記入例①～⑥、希望

業種、創業希望時期を書いて、10／
7 （必着）までに、実践めぐろ創業
塾事務局（産業経済・消費生活課中
小企業振興係内、 ☎3711－1134、□
meguro.sogyo@gmail.com）へ

お口と食の健康教室
日時　10／19～11／ 9 の毎週月曜日
13：30～15：00（全 4 回）　会場　
総合庁舎本館 1 階E会議室　内容　
誤えん性肺炎予防や口くう機能向上
につながる講話と体操　対象　65歳
以上　定員　12人（先着）
申電話で、介護保険課介護予防係
（☎5722－9608、Ｆ5722－9716）へ

Ｈ自由に彫って楽しくアレ
ンジ～消しゴムはんこ
日時　10／29（木）13：30～15：30　
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会場　中央町社会教育館　講師　日
本遊印アート協会公認講師　脇妙子
氏　対象　10歳 以 上　定員　15人
（抽選）　費用　材料費500円
申電話、ハガキ・FAX（記入例①～
④と年代を記入）で、10／20（必
着）までに、中央町社会教育館（〒
152－0001中 央 町 2 － 4 －18、 ☎
3713－4127、Ｆ3792－9202）へ

Ｈいっしょに考えよう！子
どもとネットの付き合い方 
日時　11／ 7（土）14：00～16：00　
会場　青少年プラザ　講師　久里浜
医療センター主任心理療法士　三原
聡子氏　対象　中学・高校生の保護
者、育成者ほか　定員　20人（区内在
住・在勤・在学者を優先して抽選）
申電話、ハガキ・FAX（記入例①～
④と年代、保育〈 2 歳以上の未就学
児＝抽選 3 人〉希望者は子どもの③
⑤⑥を記入）で、10／25（必着）ま
でに、青少年プラザ（〒153－0061
中目黒 2 －10－13　中目黒スクエア
内、☎5721－8575、Ｆ5721－8577）
へ。窓口申し込み可

Ｈ社会教育講座 
「災害時でも慌てない～都
市に暮らすために」
日時　11／ 7（土）・15（日）10：00～

12：00、11／21（土）10：00～13：00
（全 3 回）　会場　青少年プラザほ
か　内容　都市型災害について学
び、被災時の対応や避難などを考え
る　講師　一般社団法人福祉防災コ
ミュニティ協会副理事長　高橋洋氏
ほか　定員　20人（15～35歳を優先
して抽選）
申電話、ハガキ・FAX（記入例①～
⑤、保育〈 2 歳以上の未就学児＝抽
選 3 人。11／15を除く〉希望者は子
どもの③⑤を記入）で、10／23（必
着）までに、青少年プラザ（〒153
－0061中目黒 2 －10－13　中目黒ス
クエア内、☎5721－8575、Ｆ5721－
8577）へ。窓口申し込み可

人権の21世紀をつくる文化
の集い2020
日時　10／ 9（金）18：30開演（18：
00開場）　会場　品川区立総合区民
会館きゅりあん（大井町線大井町駅
下車 ２ 分）　テーマ　ともに生きよ
うという私たちの思い～ヘイトスピ
ーチは犯罪、人権侵害は許さない　
定員　140人（先着）　費用　入場料
1,000円　後援　目黒区
申電話で、人権の21世紀をつくる文
化 の 集 い 実 行 委 員 会（ ☎3762－
7176、Ｆ3762－7117）へ
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地域のきずなで目黒を守る
目黒消防団員募集

問目黒消防団事務局（目黒消防署内☎3710－0119、Ｆ3794－4196）

　消防団は地域に密着した消防機関
で、消防署と連携し、災害時の消
火・救助活動などを行います。消防
団員は非常勤の地方公務員で、さま
ざまな職業や年齢のかたが地域防災
の要として活動しています。18歳以
上の区内在住・在勤・在学者であれ
ば入団できます。
　地域の安全・安心のために、皆さ
んの力を貸してください。 ▲消防演習時に一斉放水を行う消防団員

主な行事
◦総合防災訓練、東京消防出初式などへの参加
◦消防団点検、消防団始式、消防操法大会、救急技能教養などの実施

教育・予防活動
　区民の防災力向上のため、初期消火・応急救護・学校での総合防災教育など
の指導を行っています。年末年始や地域のイベントでは、火災予防の啓発活動
を行っています。

災害活動
　消火・救助・応急救護などの訓練を行い、災害に備えます。火災・地震・台
風などの災害が発生した場合は、消防署と連携し、迅速に対応します。

消防団の活動

待遇
◦報酬（年 2 回支給）
◦費用弁償（災害などでの出場回数に応じて支給）
◦退職報償金（ 5 年以上の活動で、年数に応じて支給）
◦�公務災害補償（活動中に負傷した場合の治療費や休業・

介護などを保障）
◦活動に必要な制服などの貸与
◦表彰制度、健康診断などの実施

★�感染症対策のため、講習・講演などを中止する場合があります。最新情報はホームページをご覧いただくか、お問い合わせください


